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沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
期
限

及
び
第
３
次
沖
縄
振
興
計
画
の
計
画
期

間
満
了
ま
で
残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
年
足

ら
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ポ
ス
ト
三
次
振
計
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
開

催
さ
れ
た
第
三
十
七
回
沖
縄
振
興
開
発

審
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
沖
縄

振
興
開
発
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

て
き
た
諸
施
策
等
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

具
体
的
な
調
査
、
審
議
の
方
法
及
び
検

討
事
項
が
同
審
議
会
総
合
部
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
九
月
三
十
日
、

総
合
部
会
は
今
後
の
調
査
審
議
の
進
め

方
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
総
合
部
会

の
下
に
学
識
経
験
者
等
を
構
成
員
と
す

る
当
専
門
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
同
年

十
月
四
日
か
ら
調
査
審
議
を
開
始
し
ま

し
た
。�

　
そ
の
後
、
専
門
委
員
会
で
は
、
概
ね

一
年
程
度
、
述
べ
八
回
に
わ
た
っ
て
、

沖
縄
の
社
会
経
済
状
況
、
所
得
及
び
経

済
構
造
、
人
口
及
び
雇
用
、
産
業
振
興
、

社
会
資
本
の
整
備
、
人
材
育
成
、
国
際

交
流
拠
点
の
形
成
等
に
つ
い
て
調
査
審

議
を
進
め
、
平
成
十
二
年
十
月
三
十
一

日
に
は
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
中
間
報
告
に
引
き
続
き
、
平
成
十
二

年
十
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四

十
回
総
合
部
会
の
決
定
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
概
ね
八
ヶ
月
六
回
に
わ
た
っ
て
今

後
の
沖
縄
振
興
の
在
り
方
、
社
会
経
済

の
将
来
展
望
、
沖
縄
の
産
業
振
興
等
主

要
施
策
課
題
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
進

め
て
き
ま
し
た
。�

　
専
門
委
員
会
と
し
て
は
、
中
間
報
告

を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
後
の
調
査
審
議

を
も
と
に
、
今
般
、
「
沖
縄
の
振
興
に

つ
い
て
の
調
査
審
議
結
果
報
告
」
を
取

り
ま
と
め
、
総
合
部
会
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
で
す
。�

�
  

全
体
の
構
成
と
し
て
は
、
１
「
沖
縄

振
興
開
発
の
現
状
」
、
２
「
三
次
振
計

の
評
価
」
、
３
「
今
後
の
沖
縄
振
興
の

在
り
方
」
、
４
「
今
後
の
沖
縄
振
興
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題

と
方
向
性
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
こ
で
は
、
「
沖
縄
の
振
興
に
つ
い

て
の
調
査
審
議
結
果
報
告
」
の
主
な
概

要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。�

��

１
「
沖
縄
振
興
開
発
の
現
状
」�

�

　
人
口
、
雇
用
等
社
会
経
済
状
況
、
産

業
の
振
興
、
南
の
交
流
拠
点
の
形
成
、

社
会
資
本
整
備
等
、
沖
縄
の
振
興
開
発

の
現
状
に
つ
い
て
記
述
。�

�
�
�

２
「
三
次
振
計
の
評
価
」�

�
�　

三
次
振
計
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
。�

○
昭
和
四
十
七
年
に
沖
縄
が
本
土
に
復

帰
し
て
以
来
、
三
次
に
わ
た
る
振
計
に

基
づ
き
、
六
兆
円
を
こ
え
る
沖
縄
振
興

開
発
事
業
費
が
投
入
さ
れ
、
沖
縄
の
振

興
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
施
設
整
備
面
を
始
め
と
し
て
次
第

に
格
差
が
縮
小
す
る
な
ど
着
実
に
成
果
。�

○
し
か
し
な
が
ら
、
一
人
当
た
り
県
民

所
得
の
全
国
比
が
約
七
割
、
失
業
率
が

全
国
の
約
二
倍
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
沖
縄
の
産
業
及
び
経
済
は
全
体
と
し

て
厳
し
い
状
況
。
ま
た
、
財
政
依
存
度

も
全
国
ベ
ー
ス
の
約
二
倍
に
達
す
る
な

ど
、
財
政
に
よ
る
需
要
へ
の
依
存
度
が

高
い
状
況
。�

○
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
自

立
的
発
展
の
基
礎
条
件
の
整
備
は
未
だ

十
分
と
は
言
え
ず
、
今
後
、
沖
縄
の
優

位
性
を
活
か
し
て
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
や
情
報
通
信
産
業
を
は
じ
め
と
す

る
産
業
の
一
層
の
振
興
と
雇
用
の
確
保

を
図
り
、
自
立
型
経
済
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
大
き
な
課
題
。�

○
さ
ら
に
、
沖
縄
が
広
く
我
が
国
の
経

済
社
会
及
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る

特
色
あ
る
地
域
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き

て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
諸
施
策
が
講

じ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
未
だ
十
分
と

は
言
い
難
い
状
況
。�

　
今
後
は
、
特
に
国
際
的
地
位
を
高
め

つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
も
踏
ま

え
つ
つ
、
諸
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。�

�

３
「
今
後
の
沖
縄
振
興
の
在
り
方
」�

�

(1)
沖
縄
の
地
域
特
性
へ
の
再
認
識�

�

　
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
魅
力
あ
る
沖

縄
の
創
造
は
、
な
お
存
在
す
る
不
利
性

の
克
服
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
沖

縄
の
地
域
特
性
を
新
た
な
時
代
に
お
い

て
更
に
引
き
立
て
最
大
限
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
切
り
拓
か
れ
て
い

く
も
の
。
沖
縄
の
将
来
を
考
え
る
に
当

た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
地
域
特
性
へ
の

再
認
識
が
必
要
。�

①
地
理
的
特
性�

②
自
然
的
特
性�

③
歴
史
的
・
文
化
的
特
性�

④
経
済
的
・
社
会
的
特
性�

�
(2)
時
代
潮
流
の
中
で
の
沖
縄�

　
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
世
界

は
大
変
革
の
う
ね
り
の
中
に
あ
る
。
今

後
の
世
界
的
潮
流
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｉ
Ｔ
革
命
、
環
境

問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
巨
大
な
潮
流
に
乗

り
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
沖
縄
が
そ

の
潮
流
を
活
用
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、

今
後
の
沖
縄
振
興
の
在
り
方
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
。�

①
国
境
を
超
え
た
地
域
の
連
携
・
交
流�

②
世
界
・
ア
ジ
ア
で
進
む
Ｉ
Ｔ
革
命�

③
環
境
共
生
、
循
環
型
社
会
へ
の
移
行�

④
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来�

⑤
分
権
社
会
の
地
域
づ
く
り�

�

(3)
沖
縄
振
興
の
必
要
性
と
今
後
の
沖
縄
像�

　
こ
れ
ま
で
三
次
に
わ
た
る
振
計
に
お

い
て
は
、｢

沖
縄
の
特
殊
事
情
」
に
鑑

み
、
そ
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
「
本
土

と
の
格
差
是
正
」
を
掲
げ
、
と
り
わ
け

そ
の
不
利
性
の
克
服
に
主
眼
を
置
い
て
、

沖
縄
の
振
興
開
発
を
進
め
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
施
設
整
備
面
を
始
め
と
し
て

次
第
に
格
差
が
縮
小
す
る
な
ど
、
着
実

に
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、

２
の
評
価
で
述
べ
た
と
こ
ろ
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
特
殊
事
情

や
不
利
性
を
背
景
と
し
て
、
沖
縄
が
な

お
引
き
続
き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
も
事
実
。�

「
沖
縄
の
振
興
に
つ
い
て
の
調
査�

審
議
結
果
報
告
」
に
つ
い
て�
「
沖
縄
の
振
興
に
つ
い
て
の
調
査�

審
議
結
果
報
告
」
に
つ
い
て�
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・
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
確
保
が
特
に

　
大
き
な
課
題
。�

・
交
通
・
物
流
へ
の
適
確
な
対
応
を
は

　
じ
め
、
今
後
と
も
社
会
資
本
整
備
を

　
進
め
て
い
く
必
要
。�

・
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・
統
合
・

　
縮
小
と
返
還
跡
地
の
利
用
の
推
進
。�

・
離
島
、
過
疎
地
域
等
の
活
性
化
。�

　
他
方
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
た
今
日
、

時
代
潮
流
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
沖

縄
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
新
し
い
沖

縄
像
を
求
め
て
沖
縄
の
振
興
を
進
め
て

い
く
こ
と
も
ま
た
求
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
の
地
域
特
性
を
発
揮
し
て
い
く
と

い
う
観
点
か
ら
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な

点
が
重
要
。�

・
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
沖
縄
の

　
役
割
を
さ
ら
に
広
げ
て
、
「
国
民
の

　
総
合
的
な
保
養
の
場
」
の
形
成
や
「
体

　
験
、
交
流
の
場
」
の
提
供
が
必
要
。�

・
環
境
共
生
、
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム 

　
の
構
築
や
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ

　
Ｔ
化
な
ど
、
モ
デ
ル
的
な
取
組
を
他

　
の
地
域
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
い
く

　
こ
と
が
重
要
。�

・
ア
ジ
ア
・太
平
洋
地
域
に
お
け
る
連
携�

　
・
交
流
の
活
発
化
を
産
業
の
活
性
化

　
に
活
か
す
と
と
も
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ

　
ョ
ン
を
は
じ
め
、
内
外
か
ら
人
々
が

　
集
い
、
交
流
す
る
場
と
し
て
の
拠
点

　
の
形
成
が
重
要
。�

・
ア
ジ
ア
・太
平
洋
諸
国
の
地
域
づ
く

　
り
等
に
貢
献
す
る
役
割
を
我
が
国
の

　
中
で
積
極
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と
も

　
重
要
。�

　
こ
う
し
た
様
々
な
取
組
が
沖
縄
に
お

い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
自

立
に
向
け
た
持
続
的
発
展
の
実
現
」
や

「
世
界
に
開
か
れ
た
交
流
拠
点
の
形
成
」

と
い
っ
た
将
来
像
が
み
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。�

�

(4)
沖
縄
振
興
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
視
点�

　
①
参
画
と
責
任�

　
②
選
択
と
集
中�

　
③
連
携
と
交
流�

�

(5)
沖
縄
振
興
の
基
本
方
向�

　
①
自
立
的
発
展
の
基
礎
条
件
の
整
備

　
と
民
間
主
導
の
自
立
型
経
済
の
構
築

　
②
我
が
国
及
び
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

　
　
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
特
色
あ
る

　
　
地
域
と
し
て
の
整
備�

　
③
特
性
を
活
か
し
た
地
域
の
均
衡
あ

　
　
る
発
展
と
広
域
連
携
の
実
現�

�

４
「
今
後
の
沖
縄
振
興
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
検
討
す
べ
き
課
題
と
方
向
性
」�

�

(1)
優
位
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興
に
よ

る
自
立
型
経
済
の
構
築�

�

○
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
が
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、

情
報
通
信
産
業
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
し
て
発
展
を
期
待
さ
れ
る
状
況
。�

○
地
域
間
競
争
の
中
で
、
沖
縄
の
地
域

特
性
を
踏
ま
え
、
沖
縄
の
産
業
の
持
つ

競
争
力
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
さ
ら
に
は

今
後
の
産
業
展
開
の
可
能
性
等
を
見

極
め
て
、
優
位
性
を
活
か
し
た
産
業

振
興
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

あ
わ
せ
て
、
産
業
間
の
連
関
や
波
及

効
果
に
も
留
意
し
た
取
組
が
必
要
。�

�

　
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業�

�

○
亜
熱
帯
性
の
美
し
い

海
と
自
然
を
活
か
し
た

海
洋
性
リ
ゾ
ー
ト
は
今

後
も
柱
。
宿
泊
施
設
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
等
の
一

層
の
充
実
と
と
も
に
、
面
的

に
広
が
り
の
あ
る
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。�

○
国
民
の
価
値
観
の
変
化
等
の
中
で
、

国
民
の
総
合
的
な
保
養
の
場
を
形
成
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
美
し
い
地
域
環
境
の
形
成
も
不
可
欠
。�

○
沖
縄
の
自
然
、
文
化
、
産
業
等
を
活

か
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ブ
ル
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
体
験
、
交
流
す
る
場
と

し
て
も
大
き
な
魅
力
。
長
期
滞
在
や
リ

ピ
ー
タ
ー
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
工
夫
も
必
要
。�

○
国
際
会
議
を
含
め
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
と
リ
ゾ
ー
ト
の
連
携
が
不
可
欠
。�

◯
農
林
水
産
業
、
伝
統
工
芸
産
業
等
関

連
産
業
と
の
密
接
な
連
携
が
必
要
。�

�

　
情
報
通
信
産
業�

�

○
Ｉ
Ｔ
産
業
の
集
積
へ
向
け
て
集
中
し

た
取
組
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
今

後
の
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
先
取
り
し
た

環
境
を
沖
縄
に
お
い
て
早
急
に
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

◯
近
隣
諸
国
と
の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、

大
容
量
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

情
報
通
信
関
連
施
設
等
の
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
。�

○
情
報
通
信
産
業
の
立
地
を
促
進
す
る

た
め
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
の
整
備
、

研
究
開
発
の
支
援
な
ど
が
必
要
。�

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
高
度
化
を
図
る

と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
関
連
企
業
を
戦
略
的
に
振
興
し
て

い
く
必
要
。�

○
企
業
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
沖
縄
へ
の
設
置
の

可
能
性
。
金
融
関
連
産
業
の
集
積
に
向

け
た
取
組
も
期
待
。�

○
産
業
の
情
報
化
、
電
子
自
治
体
等
の

構
築
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
な

ど
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
般
に
わ
た

り
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
る
先
進
的
な
取
組
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

○
必
要
と
さ
れ
る
分
野
、
技
術
レ
ベ
ル

に
的
確
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
、
確

保
が
必
要
。�

�

　
農
林
水
産
業�

�

○
亜
熱
帯
の
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し

た
特
色
あ
る
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
が

必
要
。�

○
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ

る
新
品
種
の
育
成
や
農
業
技

術
の
開
発
及
び
亜
熱
帯
農
業

試
験
研
究
の
機
能
強
化
が
必

要
。�

�

　
製
造
業�
�

○
沖
縄
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
健
康
食
品
産
業

等
の
振
興
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
。�

○
自
由
貿
易
地
域
制

度
、
特
別
自
由
貿
易
地
域

制
度
を
効
果
的
に
活
用
し
た
企
業

立
地
の
一
層
の
促
進
が
必
要
。�

○
沖
縄
独
自
の
文
化
・
伝
統
を
維
持
・

継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
産
業
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立

っ
て
伝
統
工
芸
産
業
の
振
興
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

�

　
中
小
企
業�

�

○
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
経

営
革
新
、
さ
ら
に
は
創
業
の
促
進
を
図

っ
て
い
く
必
要
。�

○
技
術
力
の
向
上
、
情
報
化
の
推
進
、

人
材
育
成
等
多
面
に
わ
た
る
中
小
企
業

へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
必
要
。�

○
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と

し
て
、
琉
球
大
学
や
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
等
と
も
連
携
し
て
、
新
事
業
の
創
出

等
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
い
く
必

要
。�

◯
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
金
融
機

能
の
拡
充
に
よ
る
積
極
的
な
支
援
も
期
待
。�
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○
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
産
業
集

積
の
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
が
一
体
と
な

っ
た
活
性
化
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
。�

�

(2)
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
交

流
拠
点
の
形
成�

�
○
交
流
拠
点
を
支
え
る
基
盤
整
備
の
視

点
か
ら
空
港
、
港
湾
、
情
報
基
盤
の
整

備
が
必
要
。�

○
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
、
国

際
会
議
の
招
致
に
向
け
た
取
組
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
関
連
産
業
の
育
成
等
が
必

要
。�

○
国
際
交
流
・
協
力
の
拠
点
と
し
て
の

沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
拡
充
強

化
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
が

必
要
。�

○
沖
縄
が
持
っ

て
い
る
亜
熱
帯

資
源
、
島
し
ょ

性
、
豊
か
な
自

然
環
境
な
ど
の

面
に
お
い
て
国

際
的
に
貢
献
で

き
る
国
際
的
な

レ
ベ
ル
の
研
究

や
そ
れ
を
踏
ま

え
た
地
域
作
り

へ
の
貢
献
を
進

め
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

○
保
健
衛
生
、
環
境
保
全
、
農
林
水
産

業
等
様
々
な
分
野
に
お
け
る
実
績
を
踏

ま
え
て
、
相
手
地
域
の
持
続
的
発
展
に

役
立
つ
よ
う
、
幅
広
い
分
野
で
き
め
細

か
な
国
際
協
力
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
。�

�
�(3)

沖
縄
振
興
の
鍵
を
握
る
「
人
材
の
育

成
・
交
流
」�

�

○
沖
縄
が
自
立
に
向
け
て
持
続
的
に
発

展
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
交
流
拠
点
を

形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を
担

う
人
材
の
育
成
が
重
要
。
人
材
の
育
成

は
、
沖
縄
振
興
の
鍵
を
握
る
も
の
。�

○
特
に
沖
縄
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で

あ
る
観
光
・
リ
ゾ
ー

ト
産
業
や
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
に
成
長
し

つ
つ
あ
る
情
報
通
信

産
業
に
お
け
る
人
材

育
成
は
、
今
後
の
沖

縄
の
自
立
的
発
展
を

目
指
し
て
い
く
上
で

重
要
で
あ
り
、
重
点

的
な
取
組
が
必
要
。�

○
高
等
教
育
機
関
に

つ
い
て
は
、
沖
縄
の

振
興
に
資
す
る
高
度

で
専
門
的
な
人
材
の

育
成
と
産
業
を
誘
発

す
る
科
学
技
術
の
研

究
開
発
等
を
期
待
。�

○
英
語
教
育
の
充
実
、

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
な
ど
の
積
極
的

な
取
組
が
必
要
。�

○
人
材
育
成
の
場
は
沖
縄
の
中
だ
け
に

限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
広
く
本
土

や
諸
外
国
の
大
学
、
研
究
機
関
、
産
業

界
等
の
場
で
人
材
が
育
ち
、
今
後
の
沖

縄
振
興
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
沖
縄
の
内
外
を
問
わ
ず
、
地
域
、

企
業
、
団
体
等
の
間
で
相
互
に
人
が
交

流
し
、
連
携
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。  �

�
��(4)

潤
い
の
あ
る
美
し
い
沖
縄
づ
く
り�

�

○
潤
い
の
あ
る
美
し
い
沖
縄
づ
く
り
の

た
め
に
、
沖
縄
ら
し
い
地
域
環
境
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。�

・
リ
ゾ
ー
ト
地
域
周
辺
に
限
ら
ず
広
く

　
沖
縄
の
各
地
に
お
い
て
、
美
し
い
景

　
観
の
形
成
へ
向
け
た
努
力
が
必
要
。�

・
都
市
の
緑
の
再
生
と
美
し
い
ま
ち
並

　
み
へ
向
け
た
都

　
市
整
備
を
積
極

　
的
に
進
め
て
い

　
く
こ
と
が
必
要
。�

・
伝
統
的
集
落
や

　
田
園
風
景
の
保

　
存
の
ほ
か
、農
山

　
漁
村
の
維
持
、

　
再
生
に
努
め
る

　
こ
と
が
必
要
。�

○
島
し
ょ
で
構
成

さ
れ
る
沖
縄
に
お

い
て
は
、
環
境
と

の
共
生
は
重
要
な

課
題
。
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン･ 

ア
イ

ラ
ン
ド
沖
縄
」
構
想
が
策
定
さ
れ
た
よ

う
に
、
環
境
保
全
の
み
な
ら
ず
、
環
境

と
の
共
生
や
循
環
型
社
会
の
形
成
の
観

点
に
立
っ
て
、
諸
施
策
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。�

○
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
「
琉
球
王

国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」の
保
護

と
、周
辺
の
整
備
や
連
携
強
化
が
必
要
。�

○
県
立
芸
術
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研

究
の
充
実
や
、
国
立
組
踊
劇
場
を
拠
点

と
し
た
伝
統
芸
能
の
継
承
・
発
展
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

�
�(5)

戦
略
的
な
社
会
資
本
整
備�

�

○
沖
縄
に
お
い
て
は
、
交
通
・
物
流
へ

の
適
確
な
対
応
、
水
の
確
保
、
街
づ
く

り
、
環
境
衛
生
等
を
は
じ
め
と
し
て
な

お
整
備
を
要
す
る
状
況
に
あ
り
、
産
業

の
振
興
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応  

も
含
め
、
今
後
と
も
積
極
的
な
社
会
資

本
整
備
が
必
要
。�

○
産
業
の
振
興
と
の
関
連
で
は
、
社
会

資
本
整
備
が
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
発
展
、

拡
大
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
く

か
し
っ
か
り
見
極
め
な
が
ら
、
戦
略
的
、

重
点
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

○
特
に
、
空
港
、
港
湾
に
つ
い
て
は
、

拠
点
と
な
る
那
覇
空
港
や
中
核
国
際
港

湾
と
し
て
の
那
覇
港
の
整
備
を
は
じ
め
、

今
後
の
人
流
、
物
流
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
し
た
積
極
的
な
整
備
が
必
要
。�

○
ま
た
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
交
流
拠

点
の
形
成
へ
向
け
必
要
と
な
る
基
盤
の

整
備
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
視
点
も
重

要
。�

○
福
祉
等
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
高

齢
・
長
寿
の
モ
デ
ル
県
で
あ
る
沖
縄
に

お
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
は
じ
め
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
す
る
よ
う

に
、
あ
ら
ゆ
る
建
物
・
施
設
に
お
い
て
、

人
に
優
し
い
環
境
整
備
が
必
要
。�

○
今
後
の
社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
①
種
々
の
事
業
の
連
携

に
よ
る
相
乗
的
な
経
済
効
果
の
発
揮
、

②
費
用
対
効
果
分
析
を
中
心
と
し
た
客

観
的
な
政
策
評
価
の
推
進
、
③
情
報
公

開
の
推
進
や
住
民
意
見
の
積
極
的
な
把

握
、
等
の
対
応
が
重
要
。�

�
�(6)

均
衡
の
と
れ
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り�

�

○
沖
縄
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
沖
縄
の
各
地
域
に
お
い
て
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
が
行
わ
れ
、
沖
縄
全
体
と
し
て

均
衡
の
と
れ
た
発
展
が
必
要
。�

○
沖
縄
の
地
域
は
、
自
然
、
風
土
、
文

化
、
産
業
等
が
多
様
な
島
し
ょ
群
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
各
地
域
の
発

展
の
た
め
に
は
、
各
地
域
の
特
性
を
十

分
に
踏
ま
え
て
、
特
色
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�

○
北
部
圏
域
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島

の
一
体
的
な
発
展
を
図
る
上
で
そ
の
果

た
す
役
割
が
大
き
く
、
平
成
十
一
年
十

二
月
の
閣
議
決
定

に
基
づ
き
、
そ
の

振
興
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
。�

○
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
に
お
い

て
、
県
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら

し
活
動
で
き
る
よ

う
な
地
域
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
。�

○
県
民
が
い
き
い

き
と
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
地
域

作
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。�

○
離
島
は
、
地
理
的
、
自
然
的
条
件
の

制
約
の
下
で
、
産
業
、
生
活
の
両
面
に

わ
た
り
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

そ
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
沖

縄
の
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
。�

�
�(7)

米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・
統
合
・

縮
小
と
返
還
跡
地
の
利
用
に
よ
る
県
土

構
造
の
再
編�

�

○
我
が
国
の
国
土
の
〇
・
六
％
を
占
め

る
に
過
ぎ
な
い
沖
縄
に
米
軍
専
用
施
設
・

区
域
の
約
七
十
五
％
が
集
中
し
て
お
り
、

さ
ら
に
沖
縄
に
存
在
す
る
広
大
な
米
軍

施
設
・
区
域
の
ほ
と
ん
ど
が
、
人
口
、

産
業
が
集
積
し
て
い
る
沖
縄
本
島
に
集

中
し
、
高
密
度
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。�

○
広
大
な
米
軍
施
設
・
区
域
は
、
土
地

利
用
上
大
き
な
制
約
と
な
る
と
と
も
に
、

都
市
機
能
の
整
備
の
制
約
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・
統
合
・
縮

小
を
図
り
、
そ
の
負
担
の
軽
減
を
進
め

て
い
く
必
要
。�

○
米
軍
施
設
・
区
域
の
整
理
・
統
合
・

縮
小
に
向
け
て
、
今
後
と
も
積
極
的
に

取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
に

盛
り
込
ま
れ
た
措
置
を
着
実
に
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
。�

○
返
還
跡
地
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な

視
点
に
立
っ
て
、
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
、
健
全
な
都
市
形
成
、
新
た
な
産

業
の
振
興
、
交
通
体
系
の
整
備
、
自
然

環
境
の
保
全
・
再
生
等
、
県
土
構
造
の

再
編
も
視
野
に
入
れ
て
有
効
な
利
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。�


